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Zwei Kilo Mehl (sind/ist) viel zu viel für den Teig.

－「数量表現＋基礎名詞」の単数・複数について－

筒井 友弥／吉田 光演






































(広島大学大学院博士課程後期／広島大学総合科学研究科)
０．問題提起
　数を区別しない日本語を母語とする日本人にはドイツ語名詞の単数・複数用法は難しい。

(1) a.「兄弟がいますか」⇒ Haben Sie  einen Bruder/ Brüder? 

b.「ペンを貸して」⇒ Haben Sie  einen Stift/ Stifte?      

(2) 規則：（可算）名詞の単数形には冠詞(der, das, die…/ ein, eine…)をつける。

  　 例：Das ist ein Computer. Der Computer ist praktisch. 
(3)

Wo steht das Verb im Plural und wo im Singular? Und warum?  ドイツ人にとっても数は問題








- Eine Menge Apfelsinen.... (liegen/liegt) 　　








- Zwei Kilo Mehl (sind/ist) viel zu viel für den Teig...　

                 (http://www.deutsch-als-fremdsprache.de/austausch/forum/read.php?4,34642)

　不可算名詞にzwei Kiloのような数量表現が付く時, 主語・動詞の一致はどうなるのか？ 名詞句の中心（主部）を名詞として捉えるか数量句として捉えるのか, 名詞句の指示対象を個々の断片として見るか全体として見るかによって, 単数にも複数にも変わる場合がある。その区別は構文タイプで変化し，日常会話, 書き言葉によっても揺れが生じる。⇒これを分析する。
１．数量表現＋名詞＝複合名詞句の特徴

　数詞と単位／度量衡表現を数量表現(Mengenangabe)とし, 元になる名詞を基礎名詞(Bezugsnomen)とすると, ２つを組み合わせた複合名詞句には４つの現れ方がある：

(4)

a. 2 Liter der Milch  (そのミルクの中の2リットル：部分）定名詞句・属格(2格)

                                             　　　部分構造(partitive construction)

   b. 2 Liter frischer Milch (新鮮な2リットルのミルク）　Genitiv (属格)

   c. 2 Kilo von Kartoffeln (2キロのジャガイモ） von前置詞句

   d. 2 Kilo Kartoffeln (2キロのジャガイモ）同格 (partitive Apposition; DUDEN 2006)

(5)

a. 単数数量句＋単数名詞：



ein Kilo  Butter        
[SG]
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b. 単数数量句+ 複数名詞：


eine Anzahl Studenten            
Singular [SG]?　oder







c. 複数数量句＋単数名詞：



zwei Kilo Butter                


Plural

　[PL]?






d. 複数数量句＋複数名詞：



zwei Kilo Äpfel      

  [PL]
                       Mengenangabe + Bezugsnomen
２．数量表現の中心＝主部はどれか？

２．１　標準文法の見方
(6) 標準ドイツ語文法の記述： 数量表現＋基礎名詞タイプでは, 数量表現が文法的な数を規定。


基礎名詞が主語・動詞の数の一致を決める場合もあるが, これは文法的数ではなく, Synesis 



(意味による一致）に従うものであり, 話し言葉の現象である(Duden 2006その他)。

- 中高ドイツ語の時代によく使われていた部分属格(der partitive Genitiv)を用いた名詞表現

(7)

eine Stunde Schlafs (Behagel 1923 Bd. I. 436)   修飾関係が統語的に明確（後ろから前へ）






zehen Pfund silbers  (ibd. S.487, H. Sachs)     現代ドイツ語では減少（名詞単独では稀）






er tranc eines wasseres (Mhd. ="er trank etwas Wasser"; Mettke 1983, S. 215) 

- von 前置詞句 (英: of, 仏:

de )　　　　　　  修飾関係が統語的に明確（後ろから前へ）

(8)
　drei Pfund von Fleisch ( = three pounds of meat)







  ein Dutzend von Eiern (= une douzaine d'oeufs)   ein Glas von Wein (=un verre de vin)
- 同格結合 (Apposition)　 
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主部                   同格要素：　後ろから前へ緩やかに修飾（限定関係は不明瞭だが）
(9)



Fritz, meinFreund aus der Studienzeit          (Duden Grammatik 1984: 1066)









Karl der Große 　　    wir Studenten　      ein Kilo Tomaten
２．２　基礎名詞＝主部への揺れ　― 複合数量表現の統語構造

主部(head)は数量詞か？基礎名詞か？  [zehn [Q Liter [Wein]]] vs. [[zehn Liter] N Wein]
(10)

a. A bottle of wine broke. (ワインのビンが1本割れた：bottleが主部）









b. A bottle of wine spilled. (ビン1本のワインがこぼれた：wineが主部）

(11)

a. Zehn Liter [PL]  Wein [SG]   war[SG]/waren[PL] im Kühlschrank.









b. Ein Kilogramm [SG] Erbsen [PL]  war[SG]/waren[PL]  in der Vorratskammer.
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(12a)      QP  [PL] =複数             (12b)         QP   [SG]
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       ／　　 ＼                             ／　＼

    Num        Q'                       Num      Q'
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|　　 　　／ ＼                      |      ／　　＼

   zehn     Q0      NP                  ein   Q0       PP
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            |                                  |      ／　＼
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           Liter     Wein              　 [SG]  Korb   P0     NP

       [PL]     主部                      主部        |  

                         von   rotten Äpfeln
(12c)              NP   [SG]=単数                       
　　　    ／　＼

             QP        N'

           ／ ＼        |

        Num    Q0     N0           　基礎名詞が主部

        zehn   Liter    Wein 主部  [SG]
　(12a)は, 数量表現Qが主部(head)をなす（QP＝数量詞句）。数詞が数量詞句全体の数を決定。(12b)のvon 前置詞句の場合も似た構造で, 後ろが前の数量表現を修飾。(12c)では名詞 Weinが主部をなし, 数量詞句zehn Literは, その名詞範疇を限定する。数詞は, 数量詞句QPの中にとどまり, 形容詞のような修飾語になっており, 名詞句全体に影響を及ぼすことはない。

３．単数数量句＋複数名詞
-「単数数量句＋複数名詞」の考察。例: (5b) „eine Anzahl Studenten“

- 
Duden (2006; 1020)では,「単数数量句＋複数名詞」における定動詞は, 標準文法(der standardsprachlische Gebrauch)では[SG]であるが, 例(13)のように[PL]も容認されることが伺える。
(13)

[Ein Kilogramm [Linsen]] reicht (auch: reichen) aus für die Suppe. (Duden 2006) 
(14) Ein Dutzend Eier kostete/kosteten 4 Euro. (Helbig/Buscha 2001; 538)

(15) a. Eine Menge faule Äpfel lag/lagen unter dem Baum. (Duden 1985; 407)

    b. Eine Reihe Studenten war/waren bereits Mitglied. (ibid.; 415)

- Duden (1985; 407)は,「Anzahl, Bande, Dutzend, Gruppe, Hälfte, Handvoll, Haufen, Heer, Herde, Kreis, Masse, Mehrzahl, Menge, Million, Paar, Reigen, Reihe, Schar, Schock, Teil, Truppe, Unmasse, Volk, Zahlなど単数形の集合概念の後に, Äpfelのように数えられる物が複数形で現れる場合, 定動詞は大抵単数である(訳:
発表者)」とする。



例: Eine Handvoll Fehler in einem Text von zwei Seiten ist nicht akzeptabel.




＝「標準文法の見方」と一致

-「しかし, 特に, 数えられる対象物が度量表現と同じ格で同格として現れた場合, あるいは不定の数量表現で現れた場合には, 定動詞は複数になることもある。話者は意味に従って動詞の数を一致させる(Duden 1985; 
407)(訳および下線は発表者)」



＝「標準文法の見方」との不一致 → 動詞の数の一致における揺れ

☞「揺れ」の説明が, 意味構文(Synesis)として片付けられ, Synesisと言われる現象の理由は分析されない。「意味に従う」の意味を, 可能な限り明確にする必要がある。
- Helbig/Buscha (2001)は, 動詞の数の一致における揺れを, 意味的な概念に注目して(16)のように説明する。

(16) 通常, 定動詞が数量句とより強く関係する場合は単数で現れ, その場合, その数量は個別的には扱われない(ungegliedert); それに対し, 動詞が後続する名詞とより強く結びつく場合には大抵複数で現れ, その場合, その数量は個別的に扱われる(gegliedert)(Helbig/Buscha 2001; 538)。(訳:

発表者) 　　　　　　　　　　→【区切りがない】vs.【区切りがある(個別的)】
(17) a. Die Menge wird als ungegliedert empfunden = das finite Verb im [SG]. 

　　　(Eine Menge Kohlen wird geliefert.) 


[SG]
 

(多数の石炭)
　　b. Die Menge wird als gegliedert empfunden = das finite Verb im [PL].

　　　(Eine Menge Bücher wurden gekauft.)

[PL]  
(多数の本) 　　　　　　(cf. Helbig/Buscha 2001)
- 
Helbig/Buscha (2001)では, „Bücher werden – im Unterschied zu Kohlen – normalerweise als Einzelexemplare 
gekauft (本は, －石炭と異なり－通常, 一つ一つの個体として購入される)“とされ,「本」のように個々に買うものならば, 個別的な扱い(gegliedert)を受けて複数化し, 通常, 個別扱いを受けない(ungegliedert)「石炭」の場合には, 動詞は, 数量表現とより強く結びついて単数になる ―と分析される。

- ネイティブ7人による直感的な見解: 

　(広島大学教員2名(男性1, 女性1), 留学生5名(ハンブルク･男性1, 女性2, グラーツ･女性2)

































[SG] 2名


理由:




数量句がeine Mengeであるため ＝「標準文法の見方」と一致
　　　　　　　




　vs. 

































[PL] 5名



理由1:

名詞がKohleではなく, Kohlenと複数になっているため 




















































理由2:

日常会話(話しことば) ＝「標準文法の見方」との不一致
































[SG] 5名


理由:




数量句がeine Mengeであるため ＝「標準文法の見方」と一致
　　　　　　　




　vs. 

































[PL] 2名



理由1:

名詞がBücherと複数になっているため 




















































理由2:

日常会話(話しことば) ＝「標準文法の見方」との不一致
- このような揺れがある以上, 一概にHelbig/Buscha (2001)の見方が正しいとは考えられない。

☞「標準文法の見方」との不一致が起こる原因は何か＝Synesisといわれる現象の理由は何か。
- ネイティブの「名詞がKohle (eine Menge Kohle [SG])ではなくKohlenと複数」という意見に注目する。
- (17a)の5名[PL]は,「石炭」を(18a)のように「個別的(可算的)」に捉えており(事実, Kohleは可算名詞), その基礎名詞がKohlenと複数になっているため, 動詞が[PL]になると考えているのではないか。

- Helbig/Buscha (2001)の考え方は, (18b)のように, 個々の対象を「一つの集合(kollektiv)」として捉えているものと考えられる。(個別単位はあるが，外の集合を一つとして把握)

⇒[SG]
-
ネイティブの„eine Menge Kohle [SG]“という意見は, (18c)のように, Kohleを「非個別的(一つの塊)」に見た結果であり, いわば物質名詞として捉えているものと思われる

。⇒
[SG]
　(18a)　　　　　　　　　　　　　(18b)　　　　　　　　　　　　　  (18c)




- (17b)の2名[PL]は,「本」のように可算名詞であることが明白で,「個別的」に捉えやすい対象が複数で現れているため, 動詞も[PL]になると考えているのではないか。

- (19)のように, 個々の対象を「分配的(distributiv)」に捉えることで, 動詞が[PL]になる。(cf. Russell 1903)
    (19)「個別的」                             (19’)「集合的」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　= eine Menge
☞「数量句＋基礎名詞」の構造で, 基礎名詞に焦点が当てられたとき, その名詞が「個別的」に捉えられれば, 動詞は[PL]になる。しかし, なぜ基礎名詞に焦点が当てられるのか, つまり, なぜ





「基礎名詞＝主部(head)」への揺れが生じるかは説明されていない。
- 解決案(Alternative): ネイティブの「いずれも日常会話では複数」という意見に注目する。
- 日常会話では,「基礎名詞＝主部」への揺れが生じやすいと仮定する。
-「"多数の人々"を意味するeine Mengeは日常会話で複数扱いとされる」(クラウン独和辞典)。

(20)

a. Eine Menge junger Leute warteten auf der Straße. (クラウン独和辞典)









b. Eine Menge haben sich bereits gemeldet. (ibid.) ((俗)独和大辞典) →
基礎名詞省略








c. eine M. (ugs.; viele Leute) haben sich beworben. (Deutsches Universalwörterbuch) →
基礎名詞省略
     

(große Zahl von dicht beieinander befindlichen Menschen; Menschenmenge)
                                                          　　　　　　　　↑ 他の例文は付録①
-
(20b, c)におけるeine Menge = [PL] (人々）の用法は, eine Menge Leute/Menschenの基礎名詞省略に依拠し, Agens (人々) = 個別的(distributiv)であることから複数読み[PL]が駆動される。

-
この際のeine Mengeは, Viele sind gekommenと同じように, 限定詞(Determiner)として意識されや


すく, [eine Menge] = [viele] として, eine(＝単数)が背景化したのではないか。
-

[eine Menge] = [viele X]と意識されるかどうかは, 後続する基礎名詞の意味素性と関係する。


「人間(典型) → 生物 → 人工物 → 自然物」の順に個別性が低くなる(意味の階層性)。

- 自然物であるKohleは, 本来, 個別的に捉えられないもの(物質名詞的)であるが, Helbig/Buscha 




(2001)における例文では, eine Menge Kohlen[PL]であることから, 個別的な読みが際立った結果






ではないか。(複数形式が有標的＝markiert)
(21)

まとめ(仮説):
　
「単数数量句＋複数名詞」における「標準文法の見方」との不一致は, 
　 


数量句に後続する基礎名詞(例:

人間や本)の個別性の高さに基づいて, 日常会話における 








[eine Menge] = [viele (Diterminer)]の認識が高まる



ことが原因(の一つ)であると考えられる。 
　


※本来個別性が低い対象(例:

石炭)でも, それが複数形で表されると, 個別読みが誘発さ














れ, [eine Menge] = [viele]の認識が高まると考えられる。
４．複数数量句＋単数名詞
-「複数数量句＋単数名詞」の考察。例: (5c) „zwei Kilo Butter“

- Duden (2006; 1021)には,「複数数量句＋単数名詞」における定動詞は, 標準文法では[PL]であることが伺える((22)参照)。
しかし, 話しことば(ugs.)では[SG]も容認されるとも示されている。
(22)

a. [100 g [Kavier]] kosten viel.  








b. [Drei Meter [Seide]] reichen für dieses Kleid aus. 

(23) 200 Gramm Fleisch war /waren für diese Mahlzeit vorgesehen. (Helbig/Buscha 2001)

- Duden (1985; 409)は,「Kilo, Gramm, Pfund, Meter, Literなどと複数の数量表現があり, そのあとに単数の物質名詞がある場合, 一般には動詞は複数になる(訳:
発表者)」とする。
 
例: 2 kg Fleisch reichen (selten: reicht) aus.




＝「標準文法の見方」と一致
(24) a. 100 g Speck werden in feine Würfel geschnitten. (Duden 1985; 409)
    b. 2 Pfund Kalbsleber werden gekocht. (ibid.)
    c. 3 m Seide reichen für dieses Kleid aus. (ibid.)
    d. 2 l Milch sind zu wenig für uns. (ibid.)
- コーパス(COSMAS II: W-Archiv der geschriebenen Sprache; 書き言葉)においても,「複数数量句＋単数名詞(物質名詞)」で動詞が[PL]になる例が多数見られる。
(25) a. 250 Gramm Butter kosten in Österreich derzeit 21,90 S, in Deutschland hingegen nur 14 S.
　　　(Salzburger Nachrichten, 07.04.1994; Agrarpreise sollten schon heuer auf EU-Niveau [...])








b. In einem Liter sind 340 Gramm Salz gelöst.

　　　(Oberösterreichische Nachrichten, 14.09.1996, Ressort: Magazin)
　　c. Über 80 Kilogramm Reis wurden zu einem schmackhaften Pilzrisotto gekocht, [...]
　　　　 (St. Galler Tagblatt, 06.03.1999; Auf den Spuren des Osterhasen)








d.

Am Eingang hatten sich zu diesem Zeitpunkt insgesamt 322 Kilo Kaffee angesammelt. 

      (Mannheimer Morgen, 08.12.1997, Ressort: Lokal Mannheim; Tonnenweise Kaffee für die Platte)
↑ 他の例文は付録②
☞
Duden (1985)は断定的な記述であるが, (26a-f)のように動詞が[SG]になる例が見られるのも事実。

 


＝「標準文法の見方」との不一致
(26)


a. 375 g Butter wird zu Sahne gerührt, dann werden nach und nach abwechselnd 250 g Zucker und 8 













Eier unter stetem Rühren dazu getan. [...] (home.arcor.de/kleinr.dorf/rezepte.htm)










b. 150 Gramm Zucker wird zuerst in einem trockenen Topf erhitzt, bis er schmilzt. 

(www.sh-nordsee.de/service/markttipps/markttipps3.html)










c. 200 Gramm Mehl wird auf ein Backbrett geschüttet, 3 ganze Eier, 3 Eßlöffel lauwarme Milch und [...]
(gutenberg.spiegel.de/davidis/kochbuch/nr1145.htm)










d. 500 Liter Bier ist eindeutig zu viel, und die deutschen Touristen mussten 3500 EURO Bußgeld zahlen.
      (www.norwegen.no/business/news/thirstytourists.htm)









e. 3918155800 Liter Wein ist freilich auch schon was.

      (www.weindepot-gietzen.de/html/body_wein-info.html)









f. 3 Liter Wasser ist aber sowieso niemals verkehrt, 

      (absurdistan.blogspot.com/2006/03/nicht-lecken.html)                     → 他の例文は付録③
☞ やはり, なぜ「複数数量句＋単数名詞」で,「基礎名詞＝主部(head)」への揺れが生じるかは説明されていない。＝「標準文法の見方」との不一致が起こる原因は？
- 解決案(Alternative): 

　①(26a-c)は, いずれも料理の作り方(レシピ)の記述であり, 文が受動態であることに注目する。

　②(26d-f)は, いずれも度量衡単位がLiterであり, 名詞がBier, Wein, Wasserなど(均質的な)液体であることに注目する。

- ①について: (27)を参照

  ・「レシピ」の場合,「何(Butter / Zucker / Mehl usw.)」が扱われるかが重要であり, その対象を「量」が修飾していると考えられる。＝何がどうされるべきか(受動態)
　　＝
(26a)の375 Gramm Butterの読み:「バターの375グラムの量」→「375グラムの量のバター」
　・扱われる対象が物質名詞であることから動詞が単数扱い[SG]となる。
(27)





　　　　　　　　　　   ↑ それぞれが一つのまとまり⇒
単数
- ②について: 
　・同じく度量衡単位であるMeter(例)とLiter(26d-f)は, その解釈の点で異なるように思われる。

　・上記で挙げたネイティブ(7名)は, „3 Meter Stoff sind (statt: ist)“と答え, コーパス(28a-c)などからも「複数の数＋度量衡単位Meter」では, 動詞が[PL]になる可能性が高いと考えられる。

　　＝「標準文法の見方」と一致
(28) a. Rund acht Meter Stoff werden für einen Kilt benötigt, [...]
(Neue Kronen-Zeitung, 12.07.1997, S. 32;)








b. Bunte 850 Meter Stoff verzierten am Dienstag die Grazer Innenstadt.

(Neue Kronen-Zeitung, 17.06.1998, S. 13;)








c. Mindestens zehn Meter Stoff wurden mehrmals um den Hals geschlungen, [...]
(Die Presse, 01.12.2000, Ressort: up; Phallus-Symbol Krawatte)
　・Meterは, (29)のように常に固体の対象を直線単位で測る際に使用される。それに対し, Literは同じ数量であっても形が定まらない。このことは, この度量衡単位の扱う対象が液体であることに起因する(30a, a’)。

　・両者は, 物質=モノを測るという点で共通してはいるものの, Meterは個別的・分配的(distributiv)に捉えられるのに対し, Literは数と単位が「一体(Einheit)(cf. Duden (1985))＝一つのもの」として捉えられる傾向があるのではないか。(同じ数量表現でも意味解釈が異なる)
(29) 　　　　　　　　　　　　　　　　　 (30a)　　　　　　　　　        　(30a’)

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

＝



(30)

まとめ(仮説):
　「複数数量句＋単数名詞」における「標準文法の見方」との不一致は, 

　 1. (特にレシピにおいて)対象の数量よりも, 何を扱うのかという対象自体に焦点が置かれる, 

　 2.「液体」と関係する度量衡単位Literでは, 数量句が「一体」として捉えられる傾向が強い
　 ことが原因であると考えられる（名詞の指示対象の均質性⇒数量単位の単一性）。







3.
上の1.や2.の傾向が広がることによって新しい文法体系が部分的に生じる可能性がある。
５．結論に代えて

(31)
	
	標準文法の見方と一致
	標準文法の見方との不一致
	不一致の理由(仮説)

	単数数量句＋複数名詞

           (可算名詞)
	[SG]

数量句＝

主部
	[PL]

基礎名詞＝
  主部
	数量句に後続する基礎名詞の個別性に基づいて, 日常会話における[eine Menge] = [viele]の捉え方が高まる。

	複数数量句＋単数名詞

           (物質名詞)
	[PL]

数量句＝

主部
	[SG]

基礎名詞＝
  主部
	1. (レシピ等において)扱われる対象(物質名詞) 
の数量よりも, 対象自体に焦点が置かれる。

	
	
	[SG]
数量句＝

　主部
	2.「液体」と関係する度量衡単位Literでは, 数
　 量句が「一体」として捉えられる傾向が強い。
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付録①：
- COSMAS IIにおいて,「多数の人々」を表すeine Mengeの動詞が[PL]の例(一部): 

(31)

a. Eine Menge Menschen waren unterwegs zur Arbeit. 

(St. Galler Tagblatt, 19.09.2001; Steinwurf vom Terrorangriff entfernt)








b. Eine Menge Menschen sind an einem solchen Transport beteiligt: [...]

(Salzburger Nachrichten, 07.04.1995; Dem Frieden dienen Von Andrea Mayerhofer Die Lauten)








c. Eine Menge Menschen bezahlen mit ihrem Leben f・ den Fehler von Catherine Blake.

(Frankfurter Rundschau, 09.08.1997, S. 10, Ressort: FREIZEIT UND FAMILIE; [...])








d. "Eine Menge Leute wollen die Stones live sehen, [...]"

(Vorarlberger Nachrichten, 08.05.1998, S. D7, Ressort: Kultur; BLICKPUNKTE)








e. Eine Menge Leute beschweren sich: [...]
(Züricher Tagesanzeiger, 16.11.1999, S. 7, Ressort: Ausland; [...])








f. Eine Menge Leute in der Industrie wollen nicht, dass du die Branche wechselst.

(Tiroler Tageszeitung, 10.08.1999, Ressort: Journal; [...])








g. Eine Menge Leute in Vranitzkys Umgebung hätten sich laufend bemüht, […]

(Die Presse, 04.11.1992; Kulissengespräche)








h. Eine Menge Leute in der Movie-Branche sagen ja. . .[...]

(Die Presse, 01.04.1997, Ressort: Seite Zwei; Pressestimmen...)








i. Eine Menge Leute fühlen sich nun betrogen. 
(Die Presse, 19.08.1998, Ressort: Ausland/Seite Drei; [...])








j. Eine Menge Leute kommen zu mir und wollen Geld", meinte Premier Tony Blair.

(Die Presse, 28.09.1999, Ressort: Ausland; Goldstern statt roter Rose)








k. Eine Menge Leute wollen Josef Seib die Hand sch・teln.

(Frankfurter Rundschau, 02.02.1998, S. 4, Ressort: LOKAL-RUNDSCHAU; [...])








l. Eine Menge Leute haben mich darauf angesprochen, damals, als die Sache mit Miles so schief war.

(Frankfurter Rundschau, 13.02.1999, S. 6, Ressort: ZEIT UND BILD)







m. Eine Menge Leute haben die Nase voll vom Wetter.

(Mannheimer Morgen, 25.08.2000, Ressort: Sport; Ein Taxi bitte, von Sydney nach Adelaide!)








n. Eine Menge Leute schien sich eingefunden zu haben.

(Mannheimer Morgen, 30.11.2002; Die Augen der Mrs. Blynn)








o. Eine Menge Leute erführen nichts von den Verbrechen der Nazis, [...]
(Berliner Morgenpost, 20.10.1999, S. 25, Ressort: FEUILLETON; Trivial?)
付録②：
- COSMAS IIにおける「複数数量句＋単数名詞(物質名詞)」で動詞が[PL]の例(一部): 
(32) a. 15 Gramm Salz pro Quadratmeter dürfen auf dem Asphalt liegen, es sei wie mit einem Tischsalzstreuer verteilt, so Klement. (Salzburger Nachrichten, 06.02.1996; [...])










b. Fünf bis zehn Gramm Salz je Quadratmeter waren gestern die Obergrenze.

(Mannheimer Morgen, 23.11.1999; Winter schneit mitten in den Berufsverkehr)









c. Früher wurden pro Quadratmeter rund 20 Gramm Salz ausgebracht, jetzt sind es ... 

(Neue Kronen-Zeitung, 04.01.1996, S. 10; Mit High Tech gegen die "weiße Pracht"!)










d. Damit können gerade zwei Kilo Reis gekauft werden. 














(St. Galler Tagblatt, 31.07.1999; Zwei Kilo Reis als Mindesttaglohn)









e. In der Schweiz, wo pro Kopf jährlich 8,5 Kilo Kaffee verbraucht werden, hat der "fair" [...]
(Züricher Tagesanzeiger, 06.08.1996, S. 2, Ressort: Hintergrund; [...])









f. Drei Liter Blut flossen aus der Wunde am Hals, 

(Züricher Tagesanzeiger, 18.07.1997, S. 52, Ressort: Wissen; Pillen gegen den Wahnsinn)










g. Das sind 447.000 Kilo Müll weniger.

(Tiroler Tageszeitung, 20.02.1998, Ressort: Regional Osttirol; Land fällt sich schief gewickelt)









h. 50 Kilo Mehl sind direkt in der Mühle bezogen worden.

(St. Galler Tagblatt, 28.07.2001; Brunchen unterm Lindenbaum)











i. Sieben Kilo Butter haben sich 1995 die Bundesb・ger durchschnittlich pro Kopf aufs Brot gestrichen. 

(Mannheimer Morgen, 26.03.1996, Ressort: WIRTSCHAFT; kurz bündig)

付録③：
- WEBサイトで検索された「複数数量句＋単数名詞(物質名詞)」で動詞が[SG]の例(一部): 
(33) a. 75 g Butter wird zu Sahne gerieben, dazu werden 2 Eidotter gegeben, [...] 3 feine Weißbrötchen,
[...]
(gutenberg.spiegel.de/davidis/kochbuch/nr703.htm)









b. 560 Gramm Kalbsleber wird abgehäutet, in würfelige Stücke geschnitten und [...]

       (gutenberg.spiegel.de/rottenho/ kochbuch/Druckversion_nr390.htm)









c. 100 g Butter wird schaumig gerührt geriebene Zwiebeln + geriebene Muskatnuss [...] gegeben.
(www.essenmitfreude.info/board/ftopic-4725.html)










d. 125 g Speck wird in kleine Würfel geschnitten, ausgebraten bis er glasig ist. 

(www.grafschaft-glatz.de/archiv/f-staude.pdf)










e. 600 Gramm Mehl wird mit 60 Gramm Zucker, 100 Gramm Rosinen und einer Prise Salz vermischt
      (www.sh-nordsee.de/service/markttipps/markttipps19.html)










f. 250 g Zucker wird in 1/4 l Wasser aufgelöst, mit etwas Zitronenschale aufgekocht und [...]
(antispe.de/txt/fleischlos.html)









g. 5 Liter Bier ist eine ganze Menge Es gibt aber auch ausnahmen: [...]

(forum.de.selfhtml.org/archiv/2002/4/t9664/)









h. 4 Liter Wasser ist bissel wenig: 5-6 wären optimaler. 

(www.muskelschmiede.de/aufbauernaehrungsplan-t5378.html)










i. Zwanzig Liter Wasser ist die Mindestmenge, die ein Mensch zum Trinken, [...]
(www.aerzteblatt.de/V4/archiv/artikeldruck.asp?id=16387)

Kohle





(17a)の例文





(17b)の例文





(cf. Helbig/Buscha (2001))





KAUFEN





Kohlen [SG]








KAUFEN





KAUFEN





Bücher [PL]














RÜHREN





ERHITZEN





SCHÜTTEN





← 375 g





[SG]





← 150 g





[SG]





[SG]





← 200 g





1 Meter





1 Meter





1 Meter





3 Meter      [PL]





1 Liter ?





1 Liter ?





1 Liter ?





3 Liter 





3 Liter





[SG]





[SG]








Kohle





Kohle





Kohlen [PL]





Kohle [SG]





Buch





Buch





Buch





Buch





Buch





Buch








Bücher [SG]











KAUFEN











kollektiv





(26a)





(26b)





(26c)








� 尋ねたネイティブたちが, このようにKohle (例: Bohneも同じ)を「物質名詞」的に捉えていることから, Kohleが限りなく「物質名詞」に近い「可算名詞」である点は興味深い ＝ “偽可算名詞(pseud-count noun)” (MöbelやLebensmittelのような「偽物質名詞(pseud-mass noun)」の考え方に拠っている)。


�「複数数量句＋単数名詞(物質名詞)」における数の一致現象の詳しい分析方法としては, ①個別性のない物質名詞との複合に基づき, 動詞の数は必ず数量句の数に誘引される, ②動詞意味(イベント)に従って規定される, ③度量衡単位Meterなどの解釈の仕方などが考えられるが, 本発表では, これらのような, 結果として「標準文法と一致」する考え方の詳しい分析は割愛する。
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